
  

                                   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     

 
 

 

  

 

                                       

 

 

 
 

 

 

                                  
                        

 

 

平成 26年度定時総会 

ならびに設立 10周年記念式典 

5月 24日（土）、平成 26年度定時総会ならびに

設立 10 周年記念式典は、天候にも恵まれ大盛況

のうちに終えることができました。 

定時総会は会員 438名出席のもと、会員（80歳）

表彰の後、事業報告・収支決算・役員（理事・監

事）の選任が審議されました。 事前の総会出欠届

は、716 名からご提出いただき、今回の回答率

92.1％と過去最高になりました。 

設立 10 周年記念式典は、吉野いなべ副市長は

じめ 17 名の来賓にご臨席いただき厳かに始まりま

した。 近藤理事長の式辞に続いて、退任役員（2

期以上）への感謝状贈呈、太平洋セメント㈱や大

口就業先 11 事業所の一般表彰（感謝状）。 金屏

風を背に来賓祝辞をいただき、『10 周年を迎えるこ

とができた喜び』を痛感しました。 

記念講演・アトラクションには 一般市民約 270名

が長蛇の列を作って入場され、さくらホールの客席

はほぼ満席。 昭和 6 年生まれ 82 歳と高齢にもか

かわらず元気で朗らかな 大村 崑氏 から飛び出

す話は、テンポよく 弾むような楽しい内容でした。 

日々 笑って過ごすことが大切、日頃の健康管理

が大切と、シルバー世代にぴったりの身近な話題

ばかり。 崑ちゃんも気分よく話せたのか 60分の予

定から 15 分も延長。 会場の皆が大笑いし、とても

楽しい時間を過ごすことができました。 

昨年 8月、設立 10周年記念事業実行委員会が

設置され、記念講演・記念品・当日のスケジュール

等、計画を進めていただきました。 記念式典を多

くの方々のご協力により、無事盛会裏に終えること

ができましたこと 厚くお礼申し上げます。 

なお、記念誌の発行を 7月に予定しております。 

いなべ市シルバー 
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年会費（2,400円）は納付していただきましたか？ 

まだの方は、近日中の納付をお願いいたします。 

ヒメイワダレソウ苗の無償頒布 

今年度も、太平洋セメント株式会社様より『ＣＳＲ活

動（企業の社会的責任の発揮）』として資金援助をい

ただき、ヒメイワダレソウの苗作りを進めてきました。 

4月 20日頃 8,400ポット植え付けされた小さい芽

はハウス内で成長し、立派な苗となりました。 無償頒

布を希望された 21団体への引き渡しが、6月 3日か

ら始まりました。 梅雨に入り、これからヒメイワダレソ

ウ苗の定植には最適の時期と思われます。 

太平洋セメント株式会社様から「ヒメイワダレソウ苗

の無償頒布」に対するご協力は、今年度で 3 年目に

なります。 傾斜のきつい畦畔に根付き、雑草の繁茂

や土手の崩れを抑えてくれることと思います。 

入会説明会 

代表理事・常務理事の選任 
5 月 24 日 定時総会終了後 臨時理事会が開催

され、西野 香理事長、杉本 祐造副理事長、安藤常

務理事が選任されました。 これからの 2 年間、新た

な「いなべ市シルバー」の歴史を刻んでいかれます。 

  6月 16日（月） 

7月 14日（月）・8 月 18日（月） 

北勢福祉センター２階会議室において 

いずれも 午後１時３０分からです。 

お友達の紹介をお願いします。 

今月は 

事務局だより    安全就業だより 

配分金明細書（5月就業者のみ） 

互助会から 歩こう会開催案内 

を 送付しました。 

“ガーデニング講習” 
農業公園においてガーデニング講習が開催さ

れています。 この講習は 年々 人気が上昇し 

受講希望者が増えています。 今年は 22 名が熱

心に受講されており、14日（土）終了予定です。 

熱中症 予防と対策 
熱中症に対する注意が必要な時季になりました。 

暑さを避ける・こまめに水分補給するなど、まず熱中

症にならないよう予防に努めましょう。 

症状は、めまい・立ちくらみ・手足のしびれ・頭痛・

吐き気など様々です。 一緒に居る人が「熱中症か

な？」 と思ったら、涼しい場所へ避難させる・体を冷

やす（首の周り、脇の下、足の付け根など）・水分を補

給するなどの手当をしましょう。  また自力で水が飲

めない・意識がない場合は、救急車を呼びましょう。 

http://www.bizocean.jp/doc/detail/516564i/

